
秋から春にかけて，前線を伴う温帯低気圧が本州の

南海上を北東進し，広い範囲に降雨や降雪をもたらす

ことが知られている．本稿では，このような温帯低気

圧を「南岸低気圧（south-coast cyclone）」と呼び，

その環境場，構造，メソスケール現象との関係，雲・

降水，災害について概観する．

南岸低気圧の存在は古くから知られており，過去に

は「太平洋低気圧」や「南海低気圧」と呼ばれていた

時期があった．また，発生位置によって低気圧を「台

湾低気圧（台湾坊主とも呼ばれたが現在は使わない）」

や「東シナ海低気圧」と分類していたこともあった．

1970年代になってから気象庁の全国予報技術検討会等

で盛んに南岸低気圧という言葉が使用されるようにな

り，それ以降に定着したものと考えられる．

南岸低気圧は温帯低気圧であり，その発達過程は基

本的には傾圧不安定で説明される．この他にも南岸低

気圧の発達に寄与する力学として，上層ジェットスト

リークの出入口に伴う非地衡風の鉛直方向の二次循環

が挙げられる．南岸低気圧は上層ジェットストリーク

の出口北側の上昇流の影響を受けて発達すると指摘す

る報告が多い（Takano 2002；Yoshida and Asuma

2004等）．これに加えて，傾圧不安定の場において地

上低気圧中心の北西側に上層渦が位置する際のカップ

リング発達（Takayabu 1991）も南岸低気圧の急発

達に寄与したという事例解析結果もある（Takano

2002）．また，黒潮流路での海面からの熱フラックス

供給を通した大気海洋相互作用や，対流による潜熱解

放も低気圧発達に寄与するとも指摘されている（Na-

kamura et al.2012；Hirata et al. 2015）．

南岸低気圧の構造的特徴としては，Shapiro-

Keyserモデル（解説は北畠（2005）参照）で表現さ

れる後屈前線（bent-back front）やTボーン構造，

暖気核等が指摘されている（Takano2002；津村・山

崎2005；Kuwano-Yoshida and Asuma2008；Ogura
 

et al.2009；Hirata et al. 2015）．冬季本州に大雨や

大雪をもたらした南岸低気圧では，これに加えて寒冷

前線に伴う水平温度勾配が小さく，低圧部が東西に偏

平であること（第１図，Takano 2002），温暖前線の

傾圧性が大きいことも指摘されている（Kuwano-Yo-

shida and Asuma 2008等）．なお，これらの先行研究

では，温暖コンベヤーベルト（warm conveyer
 

belt）や寒冷コンベヤーベルト（cold conveyer
 

belt），乾燥貫入（dry intrusion）等の一般的な温帯

低気圧の気流構造（Carlson 1991；Browning 1990；

北畠ほか 1995）も南岸低気圧において確認されてい
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第１図 1994年２月12日09時（日本時間）の総観
スケール環境場．海面気圧（実線，２

hPa毎）と気温（破線，２℃毎），前線
は主観解析されたもので，太い一点鎖線
は風のシアで特徴付けられる寒冷前線．

Takano（2002）を編集したもの．



る．

南岸低気圧の接近に伴って，関東平野ではメソス

ケールの現象としてCold-Air Damming（CAD；荒

木 2015b）や沿岸前線（Fujibe1990；荒木 2015a）が

発生する．CADは北が高気圧，南が低気圧の総観ス

ケール環境場において，南北に連なる山地の東側の平

野部で発生する現象であり，大気下層で北寄りの風を

伴う冷気と気圧のリッジが強化される現象である．冬

季関東平野で発生する沿岸前線はCADを伴うことが

指摘されており（Fujibe 1990），関東甲信地方で顕著

な大雪となった2014年２月14-15日の事例でもこれら

の現象が発生していたことがわかっている（Araki
 

and Murakami 2015）．

南岸低気圧に伴う降水は，主には温暖前線北側の層

状雲によるものであるが，その雲物理特性の研究例は

多くはない．Murakami et al.（1992）は雲粒子ゾン

デやドップラーレーダーによって南岸低気圧に伴う温

暖前線北側の層状性の雲の観測研究を行い，上層に氷

粒子の急速な昇華成長をもたらす生成セル（generat-

ing cell）が存在することなどを明らかにした（村上

2005）．Araki and Murakami（2015）は関東甲信地

方に大雪をもたらした降雪雲の数値実験を行い，上層

から落下する降雪粒子が山地斜面の強制上昇によって

発生した過冷却雲粒の下層雲に種まき（seeder-

feederメカニズム；荒木 2014）を行うことで，降水

効率が増大して山地を含む内陸部での降雪量が増大し

たことを指摘している．

南岸低気圧に伴って発生する気象災害は大雨による

ものに留まらず，大雪による都市部を中心とした交通

障害，農業温室等の農業被害，建築物の被害，送電線

への着雪による停電，雨氷による樹林への着氷被害，

雪崩等，多様である．特に大雪による気象・雪氷災害

は2014年２月の大雪を契機に精力的に研究が進められ

ているが（荒木ほか 2015a,b），観測例が依然として

多くはなく，今後も事例の蓄積が必要である．

一方，南岸低気圧は当然ながら大気循環場の影響を

受ける．Ueno（1993）は冬季北半球で卓越するテレ

コネクションパターンであるNAO（North Atlantic
 

Oscillation），PNA（Pacific North American），

WP（Western Pacific）パターンが低気圧の進路や

太平洋側での降水量等に影響を及ぼすと指摘してい

る．また，EU（Eurasian）パターン（Tachibana et
 

al. 2007）のほか，北西太平洋におけるブロッキング

（Yamazaki et al. 2015）も日本付近の大気下層の気

温場や低気圧の進路に影響を及ぼすことが指摘されて

いる．ただし，1980年代後半以前とそれ以降では低気

圧活動が変調しており（Nakamura et al.2002），大

気循環場に内在する冬季卓越振動パターンが変化して

いる可能性が示唆されている（上野ほか 2010）．

以上のことから，南岸低気圧の存在は古くから知ら

れているものの，未知な点は多く残されているといえ

る．特に雲・降水過程は観測研究が極めて少なく，数

値予報モデルの雲物理過程によって降水予測が大きな

影響を受けることも指摘されている（Araki 2016）．

防災の観点からは降雪粒子・積雪物理の観測研究（石

坂ほか 2015等）の積み重ねも重要である．南岸低気

圧による関東甲信地方の降水・降雪現象はアメリカ東

海岸における“Northeast snowstorm”（Kocin and
 

Uccellini 2004）とよく似ており，海流や山地を含む

地理的特徴だけでなく，低気圧活動とその環境場，

雲・降水過程についても共通点が多い可能性がある．

今後，様々な時空間スケール，物理プロセスの観点で

研究を進め，体系的に南岸低気圧を理解する必要があ

る．

南岸低気圧の英語表記は，“winter extratropical
 

cyclone”（Takano 2002）や“subtropical  low”

（Ogura et al. 2009）のように温帯低気圧で表記する

先行研究がほとんどである．南岸低気圧は日本国内で

は認知されている現象であるが，今後一層その実態が

解明され，いずれはアメリカ気象学会等の場でも

“south-coast cyclone in Japan”といえば「南岸低気

圧」と理解されることへの期待を込めて，本稿では冒

頭の通り“south-coast  cyclone”と表記した（Na-

kamura et al.2012；Araki2016等）．
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